
岩手県立大学盛岡地区職員宿舎管理業務仕様書 

 

公立大学法人岩手県立大学㸦௨ୗࠕ法人ࠖ࡜いうࠋ㸧ࡀ委クࠕࡿࡍ岩手県立大学盛岡地

区職員宿舎管理業務ࠖࡿ࠿࠿࡟受ク者ࡢ業務内容及び業務範ᅖ等ࠊࡣこࡢ仕様書ࠋࡿࡼ࡟ 

 

㸯 管理業務ࡢ実施場所及びそࡢ施設 

別紙ࠕ岩手県立大学盛岡地区職員宿舎管理業務委ク建物明細書ࠖࠋࡾ࠾࡜ࡢ 

 

㸰 業務ࡢ実施体制 

㸦㸯㸧業務ࡢ履行期間 

ᖹ成 「9 ᖺ 4 月 1 日ࡽ࠿ᖹ成 」5 ᖺ 」 月 」1 日㸦6 ᖺ間㸧 

㸦㸰㸧業務時間 

ᖹ日ࠊ午前 8 時 」0 分ࡽ࠿午後 5 時 15 分ま࡛を標準業務実施時間ࠋࡿࡍ࡜ 

標準業務実施時間௨外࡛ࡢ入居者へࡢ緊急対応࡟つい࡚ࠊࡣ人命࡟関わࡿ事故及

び建物設備࡟重大࡞影響を与えࡿ事故等࡟限ࡾ対応ࡿࡍこࠋࡿࡍ࡜࡜ 

 

㸱 業務内容 

受ク者ࡀ行う管理業務ࠊࡣ࡜施設ࡢ管理ࠊ維持修⧋及び保守点検管理を指ࠊࡋ࡜ࡢࡶࡍ

各業務࡟つい࡚ࠕࡣ管理業務内容説明書ࠖ及びࠕ維持修⧋及び保守点検管理業務内容説

明書ࠖࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

 

㸲 経費 

委ク業務ࡢ実施࡟係ࡿ経費࡟つい࡚ࠊࡣ法人予算ࡢ範ᅖ内࡛実施ࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ経費

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ定࡟契約時ࡣつい࡚࡟支払方法等ࡿࡍ対࡟受ク者ࡢ

 

㸳 業務ࡢ適正࡞実施࡟関ࡿࡍ事項 

㸦㸯㸧作業従事者ࠊ業務実施体制ᅗ及び緊急時連絡体制 

受ク者ࠊࡣ契約後㏿や࡟࠿本管理業務࡟あたࡿ作業従事者ࡢ経歴書㸦写真付ࡁ㸧ࠊ

業務実施体制㸦組⧊㸧ᅗ及び緊急時連絡体制ᅗを作成ࡋ提出ࡿࡍこࠋࡿࡍ࡜࡜ 

㸦㸰㸧法௧等ࡢ遵守 

本管理業務ࡢ遂行ୖ必要࡞法௧及びୗグ࡟示ࡍ法人規程等を遵守ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

ձ 公立大学法人岩手県立大学職員宿舎ࡢ管理等࡟関ࡿࡍ規程 

ղ 公立大学法人岩手県立大学固定資産管理規程 

ճ 入居者心得 

 

㸴 立入検査ࡢ実施 

㸦㸯㸧法人ࠊࡣ受ク者ࡢ業務ࡢ実施内容及び処理実績࡟つい࡚ࠊ随時ࠊ立入検査等を実

施ࠊࡋ管理状況ࡢ確認及び検査を行うこࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀ࡜ 

㸦㸰㸧法人ࠊࡣ受ク者࡟対ࡋ検査ࡢ結果ࠊ業務内容࡟つい࡚ࡢ改善を求ࡿࡵこࡁ࡛ࡀ࡜

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿ

 

㸵 協議 

受ク者ࠊࡣこࡢ仕様書࡟規定ࡢࡢࡶࡿࡍほࠊ࠿業務ࡢ内容及び処理࡟つい࡚疑義ࡀ生

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ協議࡜法人ࠊࡣた時ࡌ



  䛆別紙䛇 

岩手県立大学盛岡地区職員宿舎管理業務委託建物明細書  

 

㸯 委託する岩手県立大学職員宿舎及び共ྠ施設等 

宿  舎  ྡ 棟数 戸数 所 在 地 共 ྠ 施 設 等 

岩手県立大学 

盛岡駅西通職員宿舎 
1棟 24戸 

盛岡市盛岡駅西通 

1丁目2番 

駐輪場ࠊエレベーターࠊ給排

水設備ࠊ外灯等 

岩手県立大学 

北松園職員宿舎 
7棟 120戸 

盛岡市北松園4丁

目37番 

集会室ࠊポンプ室ࠊ物置ࠊ駐

輪場ࠊ遊具ࠊゴミ置場ࠊエレ

ベーターࠊ給排水設備ࠊ外灯

等 

 

 

㸰 委託業務内容 

業  務  区  分 実  施  内  容 

。1) 職員宿舎及び共ྠ施設等の管理に関 

することࠋ 

ア 盛岡駅西通職員宿舎及び北松園職員宿舎 

 の入退居管理 

イ 盛岡駅西通職員宿舎及び北松園職員宿舎 

 の共ྠ施設等の保全管理 

。2) 職員宿舎及び共ྠ施設等の維持修繕 

に関することࠋ 

ア 盛岡駅西通職員宿舎及び北松園職員宿舎 

 の住居の緊急修繕及び小規模修繕 

イ 盛岡駅西通職員宿舎及び北松園職員宿舎 

 の共ྠ施設等の緊急修繕及び小規模修繕 

。3) 職員宿舎及び共ྠ施設等の保守点検 

に関することࠋ 

ア 自動火災報知器の保守点検 

イ 貯水槽の清掃及び保守点検 

ウ 給排水施設の保守点検㸦水質管理㸧 

エ エレベーター設備の保守点検 

オ 消防用設備の保守点検 

 



宿　舎　ྡ　　： 　盛岡駅西通職員宿舎

所　ᅾ　地　　： 　盛岡市盛岡駅西通୍୎目㸰番地内㸦県営盛岡駅西通特定公共賃貸住宅とྠ୍所ᅾ地㸧

建物ྡ 敷地面積 延床面積 構造 設置戸数 貯水槽ࡢ種別 消防用設備 エレベ࣮タࡢ種別

盛岡駅西通職員宿舎 2,617.26㎡ 鉄筋鉄骨造陸屋根㸶階建 㸰㸲戸

車庫 22.52㎡ 鉄骨造亜鉛メッキ鋼ᯈ葺平屋建 －

宿　舎　ྡ　　： 　北ᯇ園職員宿舎

所　ᅾ　地　　： 　盛岡市北ᯇ園四୎目㸱㸵番地内

建物ྡ 敷地面積 延床面積 構造 設置戸数 貯水槽ࡢ種別 消防用設備 エレベ࣮タࡢ種別

㸯号棟 1,525.58㎡ 鉄筋造陸屋根㸲階建 㸯㸴戸

㸯号棟物置 42.24㎡ 鉄筋造陸屋根平屋建 －

㸰号棟 1,525.58㎡ 鉄筋造陸屋根㸲階建 㸯㸴戸

㸰号棟物置 42.24㎡ 鉄筋造陸屋根平屋建 －

㸱号棟 1,525.58㎡ 鉄筋造陸屋根㸲階建 㸯㸴戸

㸱号棟物置 42.24㎡ 鉄筋造陸屋根平屋建 －

㸲号棟 1,525.58㎡ 鉄筋造陸屋根㸲階建 㸯㸴戸

㸲号棟物置 42.24㎡ 鉄筋造陸屋根平屋建 －

㸳号棟 1,525.58㎡ 鉄筋造陸屋根㸲階建 㸯㸴戸

㸳号棟物置 42.24㎡ 鉄筋造陸屋根平屋建 －

㸴号棟 1,525.58㎡ 鉄筋造陸屋根㸲階建 㸯㸴戸

㸴号棟物置 42.24㎡ 鉄筋造陸屋根平屋建 －

㸵号棟 1,702.50㎡ 鉄筋造陸屋根㸲階建 㸰㸲戸

㸵号棟物置 31.68㎡ 鉄筋造陸屋根平屋建 －

㸵号棟物置 31.68㎡ 鉄筋造陸屋根平屋建 －

集会所 114.19㎡ 鉄筋造陸屋根平屋建 － －

ポンプ室 100.00㎡ 鉄筋造陸屋根平屋建 － －

㸱　対象物件ࡢ施設概要

日立製　油ᅽ式乗用
地震࣭火災࣭停電管制付

日立製　油ᅽ式乗用
地震࣭火災࣭停電管制付

日立製　油ᅽ式乗用
地震࣭火災࣭停電管制付

日立製　油ᅽ式乗用
地震࣭火災࣭停電管制付

日立製　ﾛｰﾌﾟ式乗用
地震࣭火災࣭停電管制付

日立製　油ᅽ式乗用
地震࣭火災࣭停電管制付

18,741.42㎡
地ୖ式受水槽ＦＲＰ造

ポンプ室内設置

80.00ｍ
㸱

日立製　油ᅽ式乗用
地震࣭火災࣭停電管制付

日立製　油ᅽ式乗用
地震࣭火災࣭停電管制付

567.29㎡
地ୖ式受水槽ＦＲＰ造

屋外設置　24.00ｍ
㸱 別⣬ࡢとおࡾ

別⣬ࡢとおࡾ



○盛岡駅西通職員宿舎

設備種別 設備ྡ 規格等 数量 単位

避難器具 避難ࡣしご 21 基

自動火災報知設備 受信機 ５型1⣭15回線 0.5 面

個別受信機 24 面

中継器 24 面

戸外表示器 24 個

差動式感知機 71 個

定温式感知機 40 個

光電式感知機 7 個

消火栓始動装置 0.5 個

非常放送設備 増幅器操作部 0.5 台

スピ࣮カ࣮ 8 個

連結送水設備࣭屋内消火栓設備 発信器 0.5 個

加ᅽ送水装置 0.5 個

制御盤 0.5 個

表示灯 8 個

消火栓箱 8 台

起動用スイッチ 8 台

消火器 消火器 24 本

誘ᑟ標識 誘ᑟ標識 18 枚

設備種別 設備ྡ 規格等 数量 単位

避難器具 避難ࡣしご 72 基

自動火災報知設備 受信機 G５型3⣭ 120 面

中継器 120 面

戸外表示器 120 個

補償式感知機 624 個

定温式感知機 120 個

電源装置 7 式

非常放送設備 複合装置 28 台

消火器 消火器 122 本

誘ᑟ灯 誘ᑟ灯 集会所ࡢみ 1 個

○北ᯇ園職員宿舎

㸲　消防用設備୍覧表

　※数量にᑠ数Ⅼ以ୗࡢ端数があࡿ機器ࡣ県営住宅と共用していࡿⅭ按分していࡿ。



管理業務内容説明書 

 

㸯 入退居等関係㸦駐車場使用も同様㸧 

㸦㸯㸧入居宿舎ࡢ状況報告 

新規に入居させࡼうࡍ࡜る空宿舎ࡢ状況を委託者へ報告ࡍるࠋ 

㸦㸰㸧入居前確認 

ヱ当ࡍる居室ࡢ状態を確認ࠊࡋ必要に応࡚ࡌ修繕等を行うࠋ 

㸦㸱㸧退居指導 

ձ 退居予定者に対࡚ࡋ退去検査ࡢ日時等ࡢ打ち合わせをࡍるࠋ 

ղ 退居検査㸦ヲ細ࡣ修繕ࡢ概要を参照㸧をࡍるࠋ 

㸦㸲㸧鍵ࡢ保管 

緊急時及び点検時等に使用ࡍる各種マスタ࣮キ࣮を保管ࠊࡋ厳重に管理ࡍるࠋ 

㸦㸳㸧県営住宅入居者ࡢ࡜連絡࣭調整 

盛岡駅西通職員宿舎࡜同一ࡢ建物࡛ある県営住宅㸦盛岡駅西通特定公共賃貸住宅㸧

入居者ࡼ࠾び同施設ࡢ指定管理者ࡢ࡜連絡及び調整を行うࠋ 

 

㸰 苦情対応 

㸦㸯㸧入居者ࡢࡽ࠿苦情に対応ࡍるࠋ 

㸦㸰㸧近隣住民等ࡢࡽ࠿苦情に対応ࡍるࠋ 

㸦㸱㸧苦情を受けた場合ࠊࡣ苦情処理対応表を作成ࠊࡋ委託者へ㏿や࠿に報告ࡍるࠋ 

 

管理業務基本フロ࣮チャ࣮ト 

 入居者 委託者 受託者 

入
居
関
係

䥹駐
車
場
利
用
も
同
様
䥺 

   

退
居
関
係

䥹駐
車
場
利
用
も
同
様
䥺 

   

 

入居希望 入居希望相談 ・空宿舎状況調査 

・入居前修繕等 

申請書受理 入居申込 

承  認 入  居 

 

退居希望者 

退居希望相談  

退居検査 

㸦修繕指示㸧 

結果報告 

退舎届受理 退  居 



維持修繕及び保守点検管理業務内容説明書 

 

㸯 ཷク者ࡀ行う維持修繕業務 

維持修繕業務ࠊࡣ࡜緊急修繕ࠊ退去修繕及び緊急巡回等をいうࠋ 

6ࠕࡣ委ク料ࡿ充࡚࡟退去修繕業務ࠊ緊急修繕ࠊ࠾࡞ 年間࡛ 」4,440 千෇㸦税抜㸧ࠖ ࡜

 ࠋࡿࡍ精算ࡣ過不足ࠊࡋ

。1) 緊急修繕 

公舎等ࡢ住棟建物や附属建物ࡢᮏ体や附帯施設設備࡟生ࡓࡌண期ࡠࡏ事故ࠊ劣化࣭

損耗や災害ࡿࡼ࡟損傷を復ᪧ࡛ࡢࡶࡿࡍあࡿ㸦樹木管理等を含ࠋࡴ㸧ࠋ 

ձ 入居者対応 

ア ཷク者ࠊࡣ修繕工事࡟係ࡿ依頼や苦情࡟対ࡋ㏿や࡟࠿対応ࠋࡿࡍ 

イ ཷク者ࠊࡣ事故箇所等࡟必要࡞措置をࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ工事請負者等を指導ࠊࡋ

入居者ࡢᏳ全を確保ࠋࡿࡍ 

ղ 修繕設計書ࡢ作成 

ア ཷク者ࠊࡣ原則࡚ࡋ࡜設計図書を作成ࠋࡿࡍ 

イ 設計価格ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ刊行物。建設物価ࠊ積算資料等)及び市場ྲྀ引価格等を参

考࡚ࡋ࡜適ṇ࡞価格を決定ࠋࡿࡍ 

ճ 請負者ࡢ選定及び契約 

ア 請負契約ࠊࡣ原則࡚ࡋ࡜入ᮐࡾࡼ࡟行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

イ ཷク者ࠊࡣ入ᮐ又ࡣ随意契約ࡢ方法ࡾࡼ࡟契約を締結ࡼࡋうࠊࡣࡁ࡜ࡿࡍ࡜次

࡜会計規則ࠕ公立大学法人岩手県立大学会計規則㸦以下ࠊい࡚ࡘ࡟事項ࡿࡆ掲࡟

いうࠋ㸧及び公立大学法人岩手県立大学契約実施規程㸦以下ࠕ契約実施規程ࠖ࡜い

うࠋ㸧ࡢ定࡟ࢁࡇ࡜ࡿࡵ準ࡾྲྀ࡚ࡌ扱うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

㹟 ண定価格ࡢ作成等 

㹠 入ᮐ 

㹡 開ᮐ 

㹢 落ᮐ者ࡢ決定 

ウ 随意契約ࡾࡼ࡟行うࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ案件ࠊࡣ契約実施規程第 」1 条第 1 項第 「 号࠿

第ࡽ 7 号ࡢい࡟࠿ࢀࡎヱ当ࡓࡋ場合及び 1 件ࡢண定価格ࡀ 「,500 千෇未満ࡢ工事

請負ཷࠊࡀࡿࡍ࡜ク者ࡀ指ྡ競த入ᮐࡾࡼ࡟業者選定を࡜ࡇࡿࡍを妨࡛ࡢࡶࡿࡆ

 ࠋ࡜ࡇい࡞ࡣ

エ 請負契約ࡢ相手方ࡢ決定࡟あࠊࡣ࡚ࡗࡓ原則࡚ࡋ࡜岩手県ࡀ作成ࡓࡋ県営建設

工事競த入ᮐ参加資格者ྡ簿Ⓩ載者ࡽ࠿選定ࠋࡿࡍ 

࢜ ཷク者ࠊࡣ随意契約ࡾࡼ࡟契約を締結ࡼࡋうࠊࡣࡁ࡜ࡿࡍ࡜契約実施規程第 」4

条࡟基ࡁ見積書を徴ࠋࡿࡍ 

࢝ ཷク者ࠊࡣ契約ࡢ相手方を決定ࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋ契約実施規程第 」5 条第 1 項࡟定ࡵ

 ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡍ交わࡾྲྀࡃ࡞契約書を遅滞ࡓࡋグ載࡟ṇ確ࡘ࠿事項をヲ細ࡿ

ࡀ契約額ࠊ࠾࡞ 5,000 千෇未満ࡢ契約をࡿࡍ場合࠾࡟い࡚ࠊࡣ契約࡟必要࡞事

項をグ載ࡓࡋ請書ࡢࡑ௚࡟ࢀࡇ準ࡿࡎ書面を࡚ࡗࡶ契約書࡟代えࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ 

մ 工事監理 

ཷク者ࠊࡣ工事瑚間中ࡣ進捗状況࡜工事ෆ容ࡢ確認࡟努ࠊࡵ工事請負者࡟対࡚ࡋ 

必要࡞指示を行うࠋ 



յ 完成確認 

ཷク者ࠊࡣ請負者ࡢ工事ࡀ完成ࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋ㏿や࡟࠿完成確認検査を行うࡶ࡜࡜

 ࠋ完成確認検査を行うࠊ再度ࠊ指示を行い࡞適切ࠊࡣい場合࡞ࡋ適合࡟検査ࠊ࡟

ն 完成報告 

ཷク者ࠊࡣ半期毎࡟期別維持修繕実績報告書㸦様式第 1 号㸧ࡾࡼ࡟委ク者࡟報告

 ࠋࡿࡍ

շ 代金支払 

ཷク者ࠊࡣ工事ࡢ完成確認検査後ࠊ契約条件࡟基ࡁ工事代金を工事請負者࡟支払

うࠋ 

ո ཷク者ࡢ直営実施 

ཷク者ࡀ緊急修繕を自ࡽ実施ࡿࡍ場合ࡣձ～շࡢ適用をཷࠊࡀࡿ࡞࡜࡜ࡇࡿࡅ資

材購入㸦資材購入ࡢ限度額ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ契約実施規程ࡢ適用をཷࠋࡿࡅ㸧ࡾࡼ࡟対応

 ࠋい࡞ࡣ࡛ࡾ限ࡢࡇࠊࡣ場合ࡿࡍ

 

。「) 退去修繕 

退去修繕ࠊࡣ࡜公舎入居者ࡀ退去࡟ࡁ࡜ࡓࡋ室ෆࡢ原状回復を目的ࡓࡋ࡜修繕࡛あ

 ࠋࡿࡍ࡜負担ࡢ入居者ࡣ費用ࡓࡋ要࡟修繕ࡢ破損等ࠊ汚損ࡿࡼ࡟原因ࡢ入居者ࠋࡿ

ձ 入居者対応 

ཷク者ࠊࡣ退居者ࡢࡽ࠿退去ࡿࡍ᪨ࡢ連絡をཷࠊࡣࡁ࡜ࡓࡅ退居者立会いࡢうえ

現地を確認ࠊࡋ修繕ෆ容を退去ண定者࡟通知ࠋࡿࡍ 

ղ 完了確認 

工事ࡀ完成ཷࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋク者ࡣ完了確認検査を実施ࠋࡿࡍ検査࡟適合࡞ࡋい場

合ࠊࡣ適切࡞指示を行いࠊ再度ࠊ完了確認検査を実施ࠋࡿࡍ 

 

。」) 緊急巡回 

緊急巡回ࠊࡣ࡜修繕を必要ࡿࡍ࡜箇所ࡢ᪩期Ⓨ見や施設等ࡢ被災防Ṇを目的࡚ࡋ࡜

実施ࡿࡍ巡回業務࡛あࠋࡿ 

ձ 緊急巡回 

ཷク者ࠊࡣ台風又ࡣ豪雨等ࡾࡼ࡟職員宿舎等ࡀ被害をཷࡿࡅ恐ࡀࢀ大ࡁい࡜認ࡵ

 ࠋ巡回を行うࡋ回数を増や࡚ࡌ応࡟程度ࡢࡑࠊࡣ場合ࡿࢀࡽ

確認ࡀⓎ生ࡢ障害ࡿࡍ報告を要ࡢ場合や関係機関へ࡞必要ࡢ措置等࡞緊急ࠊ࠾࡞

さࡓࢀ場合࠾࡟い࡚ࠊࡣ㏿や࡟࠿委ク者࡟報告ࡋ指示を仰ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡄ 

ղ 空公舎ࡢ確認 

冬季ࡿࡅ࠾࡟空公舎ࡢ水道凍結防Ṇ等ࠊ適宜所用ࡢ措置を講ࠋࡿࡌ 

 

㸰 ཷク者ࡀ行う保Ᏺ点検管理業務 

保Ᏺ点検管理ࠊࡣ࡜職員宿舎ࡿࡅ࠾࡟敷地࣭建物及び附帯施設設備ࡘ࡟い࡚ࠊᮏ来ࡢ

性能や機能を維持ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ事故等を未然࡟防࡜ࡇࡄを目的ࠊ࡚ࡋ࡜定期的࡟清

掃࣭点検及び調整を行う業務࡛あࠋࡿ 

 

。1) 保Ᏺ点検管理業務項目 

ձ 貯水槽清掃点検 

ղ 消防用設備点検 

ճ エࣞベ࣮タ保Ᏺ管理 

 ࠋ࡜ࡇࡢ各業務௙様書を参照ࡣヲ細௙様ࡢ業務ࡢࢀࡒࢀࡑ



。「) 保Ᏺ点検管理業務ࡢෆ容 

ձ 入居者対応 

ཷク者ࠊࡣ保Ᏺ点検業務࡟係ࡿ問合わࡏや苦情࡟対ࡋ㏿や࡟࠿対応ࠋࡿࡍ 

ղ 設計書ࡢ作成 

ア ཷク者ࠊࡣ保Ᏺ点検項目࡟係ࡿ設計図書を作成ࠋࡿࡍ 

イ 設計価格ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ刊行物㸦建設物価ࠊ積算資料等㸧及び市場ྲྀ引価格等を

参考࡚ࡋ࡜適ṇ࡞価格を決定ࠋࡿࡍ 

ճ 当ヱ業務ཷク者ࡢ選定及び契約 

㸯。1)緊急修繕ճ請負者ࡢ選定及び契約ࡢ例ࡾࡼ࡟実施ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

մ 完了確認 

ཷク者ࠊࡣ当ヱ業務ཷク者ࡢ業務ࡀ完了ࡣࡁ࡜ࡓࡋ㏿や࡟࠿完了確認検査を行う

完了確認検査を行ࠊ再度ࠊ指示を行い࡞適切ࠊࡣい場合࡞ࡋ適合࡟検査ࠊ࡟ࡶ࡜࡜

うࠋ 

յ 完了報告 

書類࣭写真等㸦様ࡍ状況を示ࡢ点検整備ࠊࡣ場合ࡓࡋ完了ࡀ点検業務ࡢࢀࡒࢀࡑ

式任意㸧を添付ࡢうえ委ク者࡟提出ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

確認ࡀⓎ生ࡢ障害ࡿࡍ報告を要ࡢ場合や関係機関へ࡞必要ࡀ措置等࡞緊急ࠊ࠾࡞

さࡓࢀ場合࠾࡟い࡚ࠊࡣ㏿や࡟࠿委ク者࡟報告ࡋ指示を仰ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡄ 

ն ཷク者ࡢ実施 

ཷク者ࠊࡀ保Ᏺ点検管理業務を自ࡽ実施ࡿࡍ場合ࠊࡣձ～շࡢ適用をཷࠋࡿࡅ 

շ 保Ᏺ点検等࡛確認さࡓࢀ修繕箇所ࡢ処置 

ཷク者ࠊࡣ保Ᏺ点検等࡛確認さࡓࢀ修繕箇所ࡘ࡟い࡚ࠊ㸯。1)緊急修繕࡟準ࡌ復ᪧ

等ࡢ処置を行うࠋ 

ո 盛岡駅西通職員宿舎ࡿ࠿࠿࡟保Ᏺ点検 

盛岡駅西通職員宿舎ࠊࡣ県営住宅㸦盛岡駅西通特別公共賃貸住宅㸧ྠ࡜一建物࡛

あࠊࡵࡓࡿ㸰。1)ձ࡟示ࡍ機器ࡀ当ヱ県営住宅࡜共用さ࡚ࢀいࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ保Ᏺ点検

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ委ク࡟指定管理者ࡢ当ヱ県営住宅ࠊࡣい࡚ࡘ࡟
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退居希望 
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現地立会 

㸦修繕箇所確認ࠊ修

繕ෆ容打ち合わせ㸧 

退去修繕実施 

※修繕業務の෇滑࡞実施

併せ࡚࡜退去修繕ࠊ鑑み࡟

本来大学側࡟おい࡚修繕

を要する箇所を修繕する

場合࡟おいཱྀ࡚ྲࠊ 託者が一

括࡛工事を発注しࠊ退去者

負担分࡜分割し࡚費用負

担するྲྀ扱いも可࡜する

こࠋ࡜  

設計・業者選定・契約 

入居者対応 
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修繕区分 䠍䚷給水系䚷䚷䠎䚷排水系䚷䚷䠏䚷空調系䚷䚷䠐䚷給湯及び電気温水器䚷䚷䠑䚷ガス䚷䚷䠒䚷電気系䚷䚷䠓䚷建築䚸内装その他

修繕
区分

修繕内容 修繕完了日 修繕費䠄税込䠅
受付
番号

受付日 連絡者 入居者名



࠙保Ᏺ点検 ①ࠚ 

貯水槽清掃点検業務仕様書 

 

貯水槽清掃点検業務ࡢࡇࠊࡣ業務௙様書ࡾࡼ࡟行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

 

㸯 委ク対象物件 

別紙ࠕ岩手県立大学盛岡地区職員宿舎管理業務委ク建物明細書ࠖࠋࡾ࠾࡜ࡢ 

 

㸰 業務ࡢ目的 

貯水槽ࡢ衛生及びᏳ全を確保ࠊࡵࡓࡿࡍ定期的࡟点検を行いࠊ法定検査をཷ検ࠊࡋ故

㞀等を未然࡟防止ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ常࡟良好࡞状況࡟保࡜ࡇࡘを目的ࠋࡿࡍ࡜ 

 

㸱 一般事㡯 

㸦㸯㸧委ク業務ࡢ実施࡟あࡾࡓ必要ࡿࡍ࡜機器及び消耗品ཷࠊࡣク者ࡢ負担ࠋࡿࡍ࡜ 

㸦㸰㸧ཷク者ࠊࡣ委ク業務ࡢ実施࡟あࡣ࡚ࡗࡓ当該施設ࡢ運営࡟支㞀をࡓࡁさ࡞いࡼう

点検時期ࡣ࡟十ศ配慮࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

 

㸲 盛岡駅西通職員宿舎ࡢ特例 

盛岡駅西通職員宿舎設置ࡢ物件ྠࠊࡣ一建物࡛あࡿ県営住宅㸦盛岡駅西通特別公共賃

貸住宅㸧ࡢ指定管理者へ本業務を委クࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ業務遂行࡟当࡚ࡗࡓ必要࡞事㡯ࡣ

指定管理者ࡀ定ࡓࡵ業務௙様書ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡼ࡟ 

 

㸳 物件等ࡢ確認及びᏳ全ࡢ確保 

給水施設ࡢ構造及び設備ࡢ状態ࠊࡣ図面等ࡿࡼ࡟推定࡟頼ࠊࡎࡽ配管電源等事前࡟現

場࡛確認ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

まࠊࡓ各種機器ࡢ作動状態を点検ࠊࡋ作業場所ࡢᏳ全確認及び危険防止ࡢࡵࡓࡢ措置

を講ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡎ 

 

㸴 業務ࡢ実施要領 

清掃作業ࠊࡣ入居者࡟対࡚ࡋ支㞀࡞ࡢいࡼう委ク者࡜打含ࡢࡏうえࠊ次ࡢ要領ࡾࡼ࡟

実施ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸦㸯㸧水槽ࡢ清掃作業前ࠊ࡟水槽外面を清掃ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸦㸰㸧清掃作業ࠊࡣ、健康࡞作業員ࡀ実施ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸦㸱㸧清掃作業ࠊࡣ࡟貯水槽清掃専用ࡢ作業着及び作業用具を使用ࠊࡋ࡜࡜ࡇࡿࡍ事前

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ十ศ消毒࡟

㸦㸲㸧作業員ࡢᏳ全対策ࠊࡣ࡟万全ࡢ措置を講ࠋ࡜ࡇࡿࡎ 

㸦㸳㸧作業ࠊࡣ次࡟示ࡍ㡰࡟実施ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

ア 槽内残水排水㸦放流先を確認ࠊࡋ適ษ࡞排水を実施ࠋ࡜ࡇࡿࡍ㸧 

イ 周壁ࠊ底部ࠊ揚水ポンࣈ及びパイࡢࣉ洗浄並び࡟排水 

ウ 槽内消毒 

エ 再洗浄及び排水 

࢜ 槽内再消毒 

࢝ 水張ࡾ及び残留塩素測定 

㸦㸴㸧作業完了後ࠊ貯水槽内ࡢ水を採ྲྀࠊࡋᖹ成㸯㸳ᖺ厚生労働省告示第㸰㸴㸯号ࡢ方

法ࡾࡼ࡟飲料水水質検査を実施ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

前グࠊࡋ清掃を実施ࡢ再度貯水槽ࡣ࡟場合ࡓࡗ࡞࡜୙適合ࠊ結果ࡢ水質検査ࡢࡇ

ࡾ作業を繰ࡢࡇま࡛ࡿࡍ適合࡟水質検査ࠊࡋ࡜࡜ࡇࡿࡍ再検査を実施ࡢ水質検査ࡢ

返ࠋ࡜ࡇࡍ 



࠙保Ᏺ点検 ①ࠚ 

㸵 留意事㡯等 

ཷク者ࠊࡣ次࡟掲ࡿࡆ事㡯࡟十ศ留意࡚ࡋ作業を実施ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸦㸯㸧作業ࡢ日時ࠊ工程等ࠊࡣあࡵࡌ࠿ࡽ委ク者࡟連絡ࠊࡋ双方協議ࡢうえ決定ࡇࡿࡍ

 ࠋ࡜

㸦㸰㸧作業を実施ࡿࡍ㝿ࠊࡣ࡟建物及び各種設備࡟損傷を୚え࡞いࡼう充ศ注意ࡇࡿࡍ

 ࠋ࡜

㸦㸱㸧作業中水槽࡟亀裂,ࡢࡑ௚ࡢ異常を発見ࡓࡋ場合ࠊࡣ直ち࡟委ク者࡟報告ࡇࡿࡍ

 ࠋ࡜

㸦㸲㸧作業監督者ࠊࡣ࡟法௧࡟定ࡿࡵ有資格者を充࡚ࡢࡑࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ資格証明書ࡢ写

者ࡿい࡚ࡅ基࡙く研修をཷ࡟法௧ࡶい࡚ࡘ࡟作業従事者ࠊࡓまࠋ࡜ࡇࡿࡍを提出ࡋ

を充࡚ࡢࡑࠊ作業員ྡ簿及び資格証明書等を提出ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸦㸳㸧作業中ࠊࡣ指定ࡓࡋ場所௨外࡛ࡣ喫煙及び火気を使用࡞ࡋいࠋ࡜ࡇ 

㸦㸴㸧作業実施前࡟作業工程表ࠊ作業完了後ࡣ࡟作業報告書をࢀࡒࢀࡑ㸰部ࠊまࠊࡓ清

掃前後ࡢ現場写真を 1 部提出ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 



࠙保Ᏺ点検 ②ࠚ 

消防用設備点検業務仕様書 

 

消防用設備点検業務ࠊࡣこࡢ業務௙様書ࡾࡼ࡟行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

 

㸯 委託対象物件 

別紙ࠕ岩手県立大学盛岡地区職員宿舎管理業務委託建物明細書ࠖࠋࡾ࠾࡜ࡢ 

 

㸰 業務ࡢ目的 

消防用設備ࡢᏳ全及び非常時ࡢ確実࡞作動を確保ࠊࡵࡓࡿࡍ定期的࡟法定点検を行いࠊ

故障等を未然࡟防Ṇࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ常࡟良好࡞状況࡟保ࡘこ࡜を目的ࠋࡿࡍ࡜ 

 

㸱 一般事項 

㸦㸯㸧委託業務ࡢ実施࡟あࡾࡓ必要ࡿࡍ࡜機器及び消耗品ࠊࡣ受託者ࡢ負担ࠋࡿࡍ࡜ 

㸦㸰㸧受託者ࠊࡣ委託業務ࡢ実施࡟あࡣ࡚ࡗࡓ当該施設ࡢ運営࡟支障をࡍࡓࡁこ࡞ࡢ࡜

いࡼう点検時期ࡢ十分注意࡞ࡋけ࡞ࡽ࡞ࡤࢀいࠋ 

 

㸲 盛岡駅西通職員宿舎ࡢ特例 

盛岡駅西通職員宿舎設置ࡢ物件ࠊࡣ同一建物࡛あࡿ県営住宅㸦盛岡駅西通特別公共賃

貸住宅㸧ࡢ指定管理者へ本業務を委託ࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ業務遂行࡟当࡚ࡗࡓ必要࡞事項ࡣ

指定管理者ࡀ定ࡓࡵ業務௙様書ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡼ࡟ 

 

㸳 実施時期 

受託者ࠊࡣ概ࡡ次ࡢ時期࡟点検保Ᏺを実施ࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ日程ࡘ࡟い࡚ࡣ委託者࡜協

議࡚ࡋ定ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ 

ࡿࡍ随時対応ࠊࡾࡼ࡟連絡ࡢࡽ࠿委託者ࠊࡣ࡚ࡋ対࡟トラブル発生࡞突発的ࠊࡋࡔࡓ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ

㸦㸯㸧外観ࠊ機能及び総合点検   実施時期－㸵～９月 

㸦㸰㸧外観ࠊ機能点検       実施時期－㸯～㸱月 

 

㸴 業務内容 

㸦㸯㸧一般事項 

ア ࠕ消防法 同法施行令ࠕࠊࠖ ࡿࡵ定࡟基࡙く告示等࡟ࢀ同法施行規則ࠖ及びこࠕࠊࠖ

 ࠋࡿࡼ࡟ࢁこ࡜

イ 点検を行う࡟あࠊࡣ࡚ࡗࡓ委託者࡜十分協議࡚ࡋ事故発生ࡢ防Ṇを図ࡶ࡜࡜ࡿ

 ࠋࡿࡍ状態等を十分把握ࠊ概要ࡢ設備ࡿ係࡟当該点検ࠊ࡟

ウ 点検終了後ࠊࡣ電源電圧ࡢ確認ࠊスイッチ類ࡢ位置ࠊ収納状態等を再度確認ࡍ

 ࠋく࠾࡚ࡋ復元࡟状態ࡢ元ࡎ必ࠊࡾࡼ࡟࡜こࡿ

㸦㸰㸧点検保Ᏺ 

点検ࠕࠊࡣ消防用設備等ࡢ点検ࡢ基準及び消防用設備等点検結果報告書࡟添付ࡿࡍ

点検表ࡢ様式㸦昭和 50 年 10 月 16 日消防庁告示第 14 号㸧ࠖ 及びࠕ消防法施行規則

点検ࠊ期間ࡢ行う点検࡚ࡌ応࡟種類及び点検内容ࡢ消防用設備等ࠊࡁ基࡙࡟規定ࡢ

様式㸦昭和ࡢい࡚ࡘ࡟結果ࡢ 50 年 10 月 16 日消防庁告示第 3 号㸧ࠖ ࢁこ࡜ࡿࡵ定࡟

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡎ措置を講ࡢ௚ࡢそࠊ修理ࠊ保Ᏺࠊࡌ応࡟必要ࠊ行い࡟適ṇࡾࡼ࡟

㸦㸱㸧所轄消防署へࡢ届出 

法令࡛定࡚ࢀࡽࡵいࡿ期限࡟必要࡞書類を調整ࡢうえࠊ届出を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

 

㸵 業務実施報告 

受託者ࠊࡣ点検保Ᏺࡀ完了ࡓࡋ都度ࠊ様式第 2 号ࠕ消防用設備等点検結果報告書ࠖを

受託者࡟提出ࠋࡿࡍ 



㸦様式第２号㸧 

 

 

 

 

 

 

 

消防用設備等点検結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受託者 住所                        

氏名                        



別記様式第１                                         （その１） 

消  火  器  具  点  検  票   

名  称  防 火 
管理者 

◯印  

所  在  立会者 ◯印  

点検種別 機器点検 点検年月日   年  月  日  ～  年  月  日 
資格   番号 
 

社名              TEL 
 

点 検 者 氏名 

◯印  

点 検 者 
所属会社 住所 

 

点 検 結 果 
消 火 器 の 種 別 点 検 項 目 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
判 定 不良内容 

措 置 内 容 

機  器  点  検 
設 置 場 所          
設 置 間 隔          
適 応 性          

設
置
状
況 

耐 震 措 置          
表 示 ・ 標 識          

本 体 容 器          
安 全 栓 の 封          
安 全 栓          
使用済みの表示装置          
押し 金具・レバー等          
キ ャ ッ プ          
ホ ー ス          
ﾉ ｽ ﾞ ﾙ ･ ﾎ ｰ ﾝ ･ ﾉ ｽ ﾞ ﾙ 栓          
指 示 圧 力 計          
圧 力 調 整 器          
安 全 弁          
保 持 装 置          
車 輪 （ 車 載 式 ）          

消 
火 

器 

の 

外 

形 

ガス導入管（車載式）          
備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

   ２ 消火器の種別欄は、該当するものについて記入すること。Ａは粉末消火器、Ｂは泡消火器、Ｃは強化液消     

    火器、Ｄは二酸化炭素消火器、Ｅはハロゲン化物消火器、Ｆは水消火器をいう。 

   ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は不良個数を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

 
 

 

 



別記様式第１                                     消火器具（その２） 

本 体 容 器          
内 筒 等          

・
内
筒
等 

本
体
容
器 液 面 表 示          

性 状          薬
剤 

消
火 消 火 薬 剤 量          
加 圧 用 ガ ス 容 器          
カ ッ タ ー ・ 押 し 金 具          
ホ ー ス          
開閉式ノズル・切替式ノズル          
指 示 圧 力 計          
使 用 済 み の 表 示 装 置          
圧 力 調 整 器          
安 全 弁 ・ 減 圧 孔 
（ 排 圧 栓 を 含 む 。）          

粉 上 り 防 止 用 封 板          
パ ッ キ ン          
サイホン管・ガス導入管          
ろ 過 網          

消 

火 

器 

の 

内 

部 

等 

・ 

機 

能 

放 射 能 力          
外 形          火

用
具 

簡
易
消 水 量 等          

備 
 

考 

 

機 器 名 型  式 校正年月日 製造者名 機 器 名 型  式 校正年月日 製造者名 

        
        

測
定
機
器         

 
器 種 名 設 置 数 点 検 数 合 格 数 要修理数 廃 棄 数 

      
      
      
      
      
      

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

   ２ 消火器の種別欄は、該当するものについて記入すること。Ａは粉末消火器、Ｂは泡消火器、Ｃは強化液消     

    火器、Ｄは二酸化炭素消火器、Ｅはハロゲン化物消火器、Ｆは水消火器をいう。 

   ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は不良個数を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 



別記様式第 11                                         （その１） 

自 動 火 災 報 知 設 備 点 検 票 

名  称  防 火 
管理者 

◯印  

所   在  立会者 ◯印  

点検種別 機 器・総 合 点検年月日  年  月  日～  年  月  日 
資格   番号 社名           TEL 

点 検 者 氏名 

◯印  

点 検 者 
所属会社 住所 

製造者名 点  検 
設 備 名 

受 信 機 
型 式 等 

点  検  結  果 点 検 項 目 
種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容 

措 置 内 容 

機   器   点   検 
外 形     
表 示     
※ 端 子 電 圧 Ｖ    
※ 切 替 装 置     
※ 充 電 装 置     

（
内
蔵
型
） 

予
備
電
源
・
非
常
電
源 ※ 結 線 接 続     

周 囲 の 状 況     
外 形     
表 示     
警 戒 区 域 の 表 示 装 置     
電 圧 計 Ｖ    
ス イ ッ チ 類     
ヒ ュ ー ズ 類 Ａ    
※ 継 電 器     
表 示 灯     
通 話 装 置     
※ 結 線 接 続     
接 地     
附 属 装 置     

蓄 積 式     
ア ナ ロ グ 式     
二 信 号 式     

※ 火 災 表 示 等 

そ の 他     
※ 注 意 表 示     
回 路 導 通     
設 定 表 示 温 度 等     
感 知 器 作 動 等 の 表 示     

受 
 

信 
 

機 
 

・ 
 

中 
 

継 
 

器 

予 備 品 等     
備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

   ６ 票中※ 印の欄は、自動試験機能を有するものにあっては記入不要。 



別記様式第 11                                 自動火災報知設備（その２） 

外 形     

未 警 戒 部 分     

感 知 区 域     

適 応 性     

警

戒

状

況 機 能 障 害     

ス ポ ッ ト 型 差動 定温( 再)  熱アナログ    

空 気 管 式     分
布
型 熱電対式・熱半導体式     

※

熱

感

知

器

 感 知 線 型     

ス ポ ッ ト 型 イオン 光電 アナログ    ※
煙
感
知
器 分 離 型     

※ 炎 感 知 器 赤外線 紫外線    

※ 多信号感知器・複合式感知器     

感 
 

 

知 
 

 

器 

遠 隔 試 験 機 能 を 有 す る 感 知 器     

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示     

押 し ボ タ ン ・ 送 受 話 器     

発 
 

信 
 

機 
表 示 灯     

外 形     

取 付 状 態     

音 圧 等     

音 

響 

装 

置 鳴 動 方 式 一斉 区分 相互 再鳴動    

※ 蓄 積 機 能     

※ 二 信 号 機 能     

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

   ６ 自動試験機能を有するものにあっては、異常の発生状況、異常が発生した箇所の整備状況等を記録した書
類を添付すること。 

   ７ 票中※ 印の欄は、自動試験機能を有するものにあっては記入不要。 



別記様式第 11                                 自動火災報知設備（その３） 

予 備 電 源 ・ 非 常 電 源     

受 信 機 の 火 災 表 示     

受 信 機 の 注 意 表 示     

受信機・中継器の制御機能・電路     

感 知 器     

自 

動 

試 

験 

機 

能 

感 知 器 回 路・ ベ ル 回 路     

総  合  点  検 

同 時 作 動     

※ 煙 感 知 器 等 の 感 度 
（自動試験機能を有するものを除く。） 

    

地 区 音 響 装 置 の 音 圧     

※ 総 合 作 動 
（自動試験機能を有するものを除く。） 

    

備 
 

 
 

 

考 

 

機 器 名 型式 校正年月日 製造者名 機 器 名 型式 校正年月日 製造者名 

加 熱 試 験 器    メーターリレー 試験器    

加 煙 試 験 器    炎感知器用作動試験器    

外 部 試 験 器        

煙 感 知 器 用 感 度 試 験 器        

測 

定 

機 

器 

減 光フ ィ ル タ ー        
備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

   ６ 自動試験機能を有するものにあっては、異常の発生状況、異常が発生した箇所の整備状況等を記録した書

類を添付すること。 

   ７ 票中※ の欄は、自動試験機能を有するものにあっては記入不要。 

    



別記様式第 15                                         （その１） 

避 難 器 具 点 検 票 

名  称  防 火 
管理者 

◯印  

所   在  立会者 ◯印  

点検種別 機 器・総 合 点検年月日  年  月  日～  年  月  日 
資格   番号 社名           TEL 

点 検 者 氏名 

◯印  

点 検 者 
所属会社 住所 

設  置  階  

設 置 場 所  
点  検  結  果 点 検 項 目 

種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容 
措 置 内 容 

機   器   点   検 
設 置 場 所     
操 作 面 積 等     
開 口 部     
降 下 空 間     

周
囲
の
状
況 

避 難 空 地     
標 識     

縦 棒     
横 さ ん     
突 子     
結 合 部 等     

外 形     
可 動 部 

機 能     

避 

難 

は 

し 

ご 
つ り 下 げ 金 具     

外 形     
調 速 機 

機 能     
調 速 機 の 連 結 部     
ロ ー プ     
着 用 具     

緩 

降 

機 

ロ ー プ と 着 用 具 の 緊 結 部     
底 板 及 び 側 板     
す べ り 面 の 勾 配     

す
べ
り
台 手 す り     
す べ り 棒     

ロ ー プ 本 体     
結 合 部     

器 
 

 
具 

 
 

本 
 

 

体 

避
難
ロ
ー
プ つ り 下 げ 金 具     

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 
    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 



別記様式第 15                                  避難器具点検票（その２） 

床 板 、 手 す り 等     
接 合 部     

外 形     

避
難
橋 可 動 部 

機 能     
踏 み 板 、 手 す り 等     
接 合 部     

外 形     

避
難
用
タ
ラ
ッ
プ 可 動 部 

機 能     
本 体 布 及 び展張部材     
縫 い 合 せ 部     
保 護 装 置 （ 斜 降 式 の 救 助 袋 に 限 る 。）      
結 合 部     

外 形     

器 
 

 

具 
 

 

本 
 

 

体 

救 

助 

袋 

可 動 部 
機 能     

取 付 部     
可 動 部     
支 持 部     
固 定 環     

上 蓋     
下 蓋     

取
付
具
・
支
持
部 

ハ
ッ
チ 使 用 方 法 の 表 示     

格 納 箱     
格 納 状 況 格 納 状 況     

総   合   点   検 
器 具 の 取 付 け 等     
降 下     
格 納     

備 
 

 

考 

 

機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 
        
        

測
定
機
器         

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 



別記様式第 16 

誘 導 灯 及 び 誘 導 標 識 点 検 票 

名  称  防 火 
管理者 

◯印  

所   在  立会者 ◯印  

点検種別 機 器 点検年月日  年  月  日～  年  月  日 
資格   番号 社名           TEL 

点 検 者 氏名 

◯印  

点 検 者 
所属会社 住所 

点  検  結  果 
種別・容量等の内容 点 検 項 目 

避難口 通 路 客 席 
判 定 不 良 内 容 

措 置 内 容 

機   器   点   検 
種 類       
視 認 障 害 等       
外 形       

外箱・表示面 

表 示       
外 形       
表 示       

非常電源 
(内蔵型) 

機 能       
光 源       
点 検 ス イ ッ チ       
ヒ ュ ー ズ 類       
結 線 接 続       

外 形       
結 線 接 続       

誘 
 

導 
 

灯 

信
号
装
置
等 機 能       
外 形       
視 認 障 害 等       

誘
導
標
識 採 光       

備 

考 

 

機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 
        
        

測
定
機
器 

        
 備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

    ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

    ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 



࠙保Ᏺ点検 ③ࠚ 

 

エレベーター保守管理業務仕様書 

 

エࣞベーター保Ᏺ管理業務ࠊࡣこࡢ業務仕様書ࡾࡼ࡟行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

 

㸯 委ク対象物件 

ู紙ࠕ岩手県立大学盛岡地区職員宿舎管理業務委ク建物明細書ࠖࠋࡾ࠾࡜ࡢ 

 

㸰 業務ࡢ目的 

エࣞベーターࡢ運行上ࡢᏳ全を確保ࡿࡍたࠊࡵ定期的࡟点検を行いࠊ故障等を未然࡟

防Ṇࠊࡋ常࡟良好࡞状況࡟保ࡘこ࡜を目的ࠋࡿࡍ࡜ 

 

㸱 一般事項 

㸦㸯㸧委ク業務ࡢ実施࡟あたࡾ必要ࡿࡍ࡜機器及び消耗品ཷࠊࡣク者ࡢ負担ࠋࡿࡍ࡜ 

㸦㸰㸧ཷク者ࠊࡣ委ク業務ࡢ実施࡟あたࡣ࡚ࡗ当該施設ࡢ運営࡟支障をࡁたࡍこ࡞ࡢ࡜

いࡼう点検時期ࡣ࡟十ศ配慮࡞ࡋけ࡞ࡽ࡞ࡤࢀいࠋ 

 

㸲 盛岡駅西通職員宿舎ࡢ特例 

盛岡駅西通職員宿舎設置ࡢ物件ࠊࡣ同一建物࡛あࡿ県営住宅㸦盛岡駅西通特ู公共賃

貸住宅㸧ࡢ指定管理者へ本業務を委クࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ業務遂行࡟当た࡚ࡗ必要࡞事項ࡣ

指定管理者ࡀ定ࡵた業務仕様書ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡼ࡟ 

 

㸲 従事職員 

ཷク者ࠊࡣ委ク業務を実施ࡿࡍ者࡟常࡟身ศ証明書を携帯さࠊࡏ求ࡀࡵあࡿ場合ࠊࡣ

そࢀを提示࡞ࡋけ࡞ࡽ࡞ࡤࢀいࠋ 

 

㸳 実施時間 

ཷク者ࠊࡣ原則࡚ࡋ࡜ᖹ日ࡢ 8 時 」0 ศࡽ࠿ 1】 時 15 ศま࡛ࡢ間ཷ࡟ク業務を実施ࡍ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿ

 

㸴 委ク業務ࡢ実施方法 

ཷク者ࠊࡣエࣞベーターࡢṇ常࡞運転機能を維持ࡿࡍたࠊࡵ計画的࡟技術員を派遣ࠊࡋ

常時遠隔監視を行いࠊ適ษ࡞点検࡜プࣟグラムࡿࡼ࡟整備を行いཷࠊク者ࡀ必要ุ࡜断

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ替えを行うྲྀࡣ修理又ࡢ部品ࡿࡍ機器を構成ࠊࡣた場合ࡋ

㸦㸯㸧点検頻度ࡣ概ࡡ 「 ヶ月࡟ 1 回ࠊࡋ࡜ᖺ間 【 回以上ࠋࡿࡍ࡜ 

㸦㸰㸧遠隔監視4」ࠊࡣ 時間監視ࠋࡿࡍ࡜ 

㸦㸱㸧緊急時ࠊࡣ第 1 項ࡢ規定࡟限ࡎࡽ出動ࠊࡋ日常生活࡟支障ࡀ生࡞ࡌいࡼう誠意あ

 ࠋ管理を行うࡿ

㸦㸲㸧点検結果ཷࠊࡣク者ࡀ作成ࡋた点検表࡟グ載ࠊࡋ委ク者࡟提出ࠋࡿࡍ 

㸦㸳㸧毎ᖺ 1 回ࠊ建築基準法第 1「 条第 」 項࡟基࡙く定期検査をཷ検若ࡋくࡣ代行ࠊࡋ

関係書類ࡢ作成及び提出を行うࠋ 






























